
平成２１年度「スチューデントファーム“近江楽座”」Ａプロジェクト 

公開プレゼンテーションならびに審査 全体講評 
 

 

スチューデントファーム「近江楽座」―まち・むら・くらしふれあい工舎―は、平成１６年度の

文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）として産声を上げました。 

地域を対象とする演習、フィールドワーク、研究室活動、学生活動等のなかから地域活性化へ貢

献する教育研究活動を選定・支援・助成する現代ＧＰでの３年間の取り組みを終了し、本大学独自

の支援体制で運営を始めて３年目となる本年度は、そのあり方を再考し、地域に向けて新しい価値

提案を行う骨太の取り組みに成長するための節目の年であると位置づけております。 

その実現のために、プロジェクトを以下のような区分に分けて募集しました。 

①継続プロジェクト：昨年度までの継続プログラム 

②新規プロジェクト：今年度初めて申請されるプログラム 

③協働プロジェクト：近江楽座や学内のほかのプロジェクト間で連携し活動するプログラム 
さらに継続プロジェクトの中に、１）ベーシックプログラム、２）ステップアッププログラムと
いう枠組みを設け、ステップアッププログラムにおいては活動のフォローアップを行いながら重点
的に指導・助言を行うものとし、地域への定着や取り組みの新たな展開、自立化を促します。 
 
今年度は、平成２１年度「スチューデントファーム“近江楽座”」として活動するＡプロジェクト
の募集に対し、２９件の申請を受け付けました。これは過去に例を見ない多さであり、プロジェク
トのテーマも非常に幅広いものになりました。応募内訳は、新規１４件、継続１４件（内、ベーシ
ックプログラム６件、ステップアッププログラム８件）、協働１件となり、６月１４日（日）には、
全てのプロジェクトを対象とする公開プレゼンテーションを行いました。 
 申請チーム数が多いことから、プレゼンテーションにおける各チームの発表時間は短縮されまし
たが、発表ツール（パワーポイントからＰＤＦシートへ）・発表方針（要点を絞った発表へ）を変更
したことが功を奏し、よりわかりやすいものにすることができました。また、学生のプレゼンテー
ション能力の高まりを評価する声も数多く聞かれました。事業の目的や対象・手法、実施体制、予
算、地域や他団体との関わり等具体的な事柄について、選考委員からはこれまでにない突っ込んだ
質問が投げかけられる場面も多く、非常に活発な質疑応答が展開されました。このような経験は学
生にとっては非常に有意義なものになったことと思います。 
  
プロジェクトの申請書と公開プレゼンテーションの結果をもとに、引き続き審査会を行い、厳正
に審議したうえで、別掲の２４件を本年度の「近江楽座」Ａプロジェクトとして選定しました。 
 審査会の総評として、継続プロジェクトでは、これまでの活動成果や反省点を踏まえ、より一層
の進歩がみられるか、地域への定着や活動のステップアップに向けた取り組みが評価され、また新
規プロジェクトでは、学生らしいユニークさや楽座活動として新たな可能性に加えて、地域等との
関わりや今後の発展性などが評価のポイントとなりました。新規プロジェクトの採択については、
審査において意見が分かれるところも多く、３件についてチャレンジ採択という枠での採択としま
した。これは本採用にはいたらなかったものの、今後の活動に期待が持てるプロジェクトに対して、
一定のチャレンジ資金を助成し支援していくものです。 



残念ながら採択に至らなかったチームについても採択されたチームと比較して僅差であり、活動
を継続し、より充実した活動へと発展することを望んでいます。 
 
 
これから、本年度の「近江楽座」プロジェクトがスタートしますが、事業の企画、実施、経費の

執行にあたってはしっかりと進行管理を行うとともに、評価についても意識しながら活動を進めて
ほしいと思います。 
また、プロジェクトの区分にかかわらず地域に入って「近江楽座」の看板を掲げて活動する意味

についても、それぞれのチームで自問し、その答えを模索していってほしいと思います。 
今後は、チーム内での活動のみならずチーム間で互いに連携して情報交換し相乗効果を図ってい

くことをぜひ意識してください。これによって「近江楽座」の学生力はこれまで以上に成長してい
くものと確信しています。 
 
学生のみなさんの行動力や斬新なアイデアを生かして、大学と地域をつなぐ担い手として、それ

ぞれの活動に取り組まれ、近江楽座がさらに発展することを期待しています。 
 

 

 

平成２１年６月１８日 

 

 

平成２１年度「近江楽座」Ａプロジェクト選定委員会 

近江楽座専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２１年度「スチューデントファーム“近江楽座”」Ａプロジェクト 

採択プロジェクト一覧 
番

号 
プロジェクト名 チーム名 

採択額 

1 守山宿だるまそばプロジェクト 守山宿だるまそばプロジェクト 270,000 

2 エコキャンパスプロジェクト木楽部会 
エコキャンパスプロジェクト 

木楽部会 
550,000 

3 
市民および医療に携わる人々とのふれあいを通し

て志向する未来看護塾 
未来看護塾 100,000 

4 限界集落の村おこし 男鬼楽座 650,000 

5 
灯りんちゅ 

～リサイクルキャンドルでスローな夜を～ 
あかりんちゅ 

100,000 

6 Let's 複合 廃棄物バスターズ 600,000 

7 七曲り仏壇職人にまつわる絵本作成プロジェクト いっちょやったるか！！ 200,000 

8 とよさらだプロジェクト とよさらだプロジェクト 300,000 

9 信・楽・人-field gallery project- 信・楽・人-field gallery project- 600,000 

10 とよさと快蔵プロジェクト とよさと快蔵プロジェクト 750,000 

11 
一姓（いっしょう） 

～農業を県大にツナげて元気にする！～ 
一姓（いっしょう） 

300,000 

12 菜の花エネルギー 菜の花エネルギー 160,000 

13 Living design 13th FASHION SHOW 生活デザイン専攻 13期生 400,000 

14 石山アートプロジェクト いしアート 400,000 

15 
ART FORUM 2009 DIG'S  

‐近江八幡を掘り出せ！‐ 

ART FORUM 2009 DIG'S  

‐近江八幡を掘り出せ！‐ 

400,000 

16 基地発信 in 朽木の森 くつきチーム 150,000 

17 ケンダイ地球座 ケンダイ映画館をつくる会 100,000 

18 キネ・コモン 石寺 エコ民家倶楽部＋ 100,000 

19 Ohmi Food Project Ohmi Food Project 300,000 

20 近江楽座を全国区へ  近江楽座売り込み隊 490,000 

21 近江中山道百彩プロジェクト 百彩 350,000 

22 Taga-Town-Project Taga-Town-Project 450,000 

23 いかして民家？ 古民家楽座 300,000 

24 自然環境伝播計画 エコキャンパスプロジェクト 360,000 

○は新規プロジェクト ※印はチャレンジ採択 

□は協働プロジェクト 

○※ 

○※ 

○※ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○□ 


